
 

今年もお世話になりました 
副校長 神 永 武 志 

 

 １２月となり、年末を迎えます。年の暮れには、お世話になった人のことを想う機会もあると思います。

私もどのように恩返しができるかと考えたことがありました。 

 ところで、ある雑誌に下記のような内容がありました。 

 『ある芸能人の下積み時代、全然売れずに収入の乏しかった頃のお話。定食屋のマスターが親身に相談

に乗ってくれ、食事を毎回のようにおごってくれました。数年後に成功した彼は、マスターよりもずっと

忙しくなり、経済的にも豊かになり、もはや定食も食べない贅沢な暮らしができるようになりました。 

 さらに数年後、久しぶりに彼は定食屋に行きました。そしてマスターに「いまの僕があるのはマスター

のおかげです。今までのツケを全部払わせてください。出世払いをさせてください。」と言ったのですが

マスターは断りました。少しも受け取ろうとせずに、マスターは言いました。「君の後ろには、過去の君

のような後輩がたくさんいるんだろう。僕がおごった分を僕に返すのじゃなく、後輩たちに返してやって

くれよ…」と。 

 相手から受けた恩を別の相手に送ること（恩送り）が、実は古来より日本では伝統的な行為ということ

です。』 

 さて、本校では、「特色ある教育活動」を高学年から中学年へ、そして低学年へと受け継いでいく伝統

があります。例えば、運動会では、高学年の「ソーラン節」や「組体操」など、また、石神井特別支援学

校や幼稚園・保育園との交流活動等、様々な特色ある教育を進めてきています。そして、その教育活動を

進めるに当たって、多くのご協力とご支援を保護者の皆様にいただいています。そのおかげで成り立って

いる運動会であり、交流活動です。心から、その恩に感謝しています。 

 振り返ってみると、どのような人にも自分にとっての「マスター」がいるのではないでしょうか。どの

生命も等しく、新しい世代に恩を与え、新しい世代も次の世代へと恩を送っていく。そうすると、実は、

恩送りこそが生命の基本的な営みであり、恩返しはあくまで付加物のようなオマケなのかも知れません。

だから、恩返しはしきれなくとも、返せなかった恩は、他の方々に送っていくようにしていきたいもので

す。生命が繰り返し行ってきた恩送りを、社会貢献やボランティアに生かしていくこともできるでしょう。 

 「学校安全安心ボランティア」では、本校での日々の見守り活動を実施していただき、本当にありがと

うございます。児童への安心安全のため、活動が０人の日を考えて電話連絡をしていただくことにより、

予約をしてくださる方々も多くいます。ボランティアの「恩送り」…ありがたいことです。 

 さらに、学芸会は「役になりきって、表現する喜びを味わおう！」のテーマの基、表現活動を大いに身

に付けることで、力を振り絞った行事となりました。各学年の演技や表現はいかがだったでしょうか。こ

こまでに至るまでのご家庭での衣装等のご協力には、本当に感謝でいっぱいです。共に育てる教育こそ、

まさに「恩送り」でしょう。年末を迎え、心の片隅に留めていただけると幸いです。 
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緊急時に対応できる集団登下校班編制に向けて 

昨年度より、緊急時の児童の安心安全を確保するため、保護者にご協力いただく組織をつくれるよう相談

を重ねてきました。平成２７年度より実施するため、今回１２月１７日（水）５校時にその班編制を行うこ

とで、保護者の皆様と児童の顔合わせをしたいと存じます。詳細は「父母と教職員の会」より、後ほど配布

される別紙をご覧ください。よろしくお願いいたします。 



●石台スナップ ～学芸会～ 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 

［担当：文化的行事委員会］ 

 
●なわとびの取り組み 
本校では毎年、冬の体育的活動として“なわとび”に取り

組んでいます。今年度も１２月８日～１月２３日、全校児童
が短なわ、長なわに励みます。期間中は、体育委員が“なわ
とびレンジャー”として低学年の取り組みを応援します。 

１月２２日（木）には、クラス対抗の大なわ集会も予定さ
れています。寒い時期ですが、友達と仲良く元気に運動して
ほしいと思います。     ［担当：体育的行事委員会］ 

 

   
日 曜 １２月の予定 

１ 月 振替休業日 

２ 火 放送朝会 学芸会片付け   ◆ 

関中・上石神井中学校訪問：６年   

３ 水 特別時程 ４時間授業 
４ 木 児童集会 個人面談①    ● 

５ 金 個人面談②         ◆ 

６ 土 学校応援団まつり 

７ 日  
８ 月 全校朝会 委員会活動    ◆ 

９ 火 カリオスタット検査：５年  ◆ 
個人面談③  世話人会 

１０ 水 個人面談④ ４時間授業 

１１ 木 
児童集会 安全指導 個人面談⑤ 

石神井特別支援学校交流準備 ● 

租税教室：６年 

１２ 金 石神井特別支援学校交流：3･4年 
個人面談⑥         ◆ 

１３ 土 避難訓練（避難拠点訓練）  
１４ 日  
１５ 月 全校朝会 クラブ活動    ◆ 

１６ 火               ◆ 

１７ 水 社会科見学：６年 
登校班顔合わせ：１～５年（５校時） 

１８ 木 児童集会 ４時間授業    ● 

１９ 金 
石神井特別支援学校音楽交流会：５年 

社会科見学：３年      ◆ 

高齢者福祉施設訪問：６年 

２０ 土  
２１ 日  
２２ 月 全校朝会 クラブ活動    ◆ 

２３ 火 天皇誕生日 

２４ 水  

２５ 木 冬季休業日前全校朝会 水曜時程 
給食終 大掃除        

 

冬季休業日 

１２月２６日～１月７日 

 

１月当初の予定 

８ 木 冬季休業日明け全校朝会 大掃除 
給食始 委員会活動（５校時） 

９ 金 児童集会 計測：4･6年 安全指導 ◆ 
１０ 土 セーフティ教室：１･３･４･６年 

●スクールカウンセラー 開室日 
◆心のふれあい相談員  開室日 石神井台小学校ホームページ 

 http://www.shakujiidai-e.nerima-tky.ed.jp/  

携帯電話からも閲覧できます。よろしくお願いします。 

http://cms.nerima-tky.ed.jp/weblog/index-i.php?id=137 
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